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デザインビジネス塾 第２回円卓会議 

 

大阪発エコと創エネが世界を救う 

 

座長：ムラタ・チアキ プロダクトデザイナー 

講師：村松 哲郎 シャープ（株）執行役員 ソーラーシステム開発本部本部長 

深野 行義 大阪ガス（株）技術戦略部部長 

清水 正人 三洋電機（株）マーケティング本部アドバンストデザインセンタ－所長 

日時：2010 年９月 21 日(火)  18 時 30 分～20 時 30 分 

場所：中之島ＢＡＮＫＳ 

 

司会： 時間になりましたので、ムラタ塾の円卓

会議を始めさせていただきます。本日、司会進行

を務めますムラタ塾の岡本と申します。よろしく

お願いします。 

 本日の円卓会議は「大阪発エコと創エネが世界

を救う」というテーマで、シャープ株式会社執行

役員ソーラーシステム開発本部本部長・村松哲郎

さま、大阪ガス株式会社技術戦略部長・深野行義

さま、三洋電機株式会社マーケティング本部アド

バンストデザインセンター所長兼強化事業推進本

部 eneloop ユニバース事業推進グループリーダ

ー・清水正人さま、よろしくお願いします。 

 本日は「エコ」がテーマなので、エアコンを使

わずに外の風を取り入れてエコな会場にしようと

計画していましたが、まだ暑いということでエア

コンを使わせていただきます。 

 本日は、私たちの暮らしの中でどんなことがス

テキなエコと呼べるのか、三人の講師の方と一緒

に会場の皆さんも考えていける機会になれば思っ

ています。 

 はじめに、ムラタ塾の塾長のムラタ・チアキさ

まに、趣旨説明を兼ねてごあいさつをお願いしま

す。 

 

ムラタ： こんばんは、ムラタです。昨日と今日、

連チャンになりました、昨日は大阪市の平松市長

と市役所でクリエーティブビジネスフォーラムを

開催しました。デザインで革新的なことが起こる

ような予感がしています。特に大阪では、デザイ

ナー同士が集まり、今までは一つのタスクを設け

ることはなかったのですが、ここに来て力が結集

されてきたので、新しいことにつながっていくの

ではないかと予感しています。 

今日は、皆さんも興味があると思いますが、「こ

れから大阪の風景がどう変わっていくのか」につ

いて、企業の方々に来ていただきました。実は、

大阪だけではなく、近畿圏や関西圏という大きな

広がりの中で、この地域が世界に対して何をなし

えるかと考えると、非常に大きなポテンシャルを

持っていることに気づくと思います。 

例えば、シリコンバレーにはヒューレットパッ

カードやアップルなど、皆さんも知っている大き

な会社がたくさんありますが、それぞれの距離は

何十キロも離れています。それに比べて近畿圏・

関西圏は、企業密度が非常に高く、しかも一つひ

とつの企業のポテンシャルも高いです。近畿・関

西だけを見ても、本日お越しいただいたシャープ

さん、大阪ガスさん、三洋電機さん、パナソニッ

ク、京セラ、任天堂、ローム、オムロンなど、多

くの電機メーカーがあり、その企業が連携すれば
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スゴイことができます。 

 新聞で、シャープさんが発電事業に参入したと

いう記事を見ました。これまでも、ソーラーパネ

ルをスペインに販売してきた実績や、発電所にソ

ーラーパネルを販売してきた実績がありますが、

これはモノをつくって売るという行為で、メーカ

ーとしてのあるべき姿です。私が驚いたのは、シ

ャープという会社自体が発電事業に乗り出したこ

とで、これは大阪にいる私には大きな事件でした。

儲からない、不景気だという悲しい話題ばかりの

ときに、その記事を見たので喜んだわけです。同

時に、小さい記事だったので残念に思いました。

メディアの人たちはメディアをどうコントロール

しようとしているのか。よい話題を大きく扱って

士気を高めるのがメディアのあり方だと思います。

メディアでは小さく扱っていますが、高いポテン

シャルがあることをわれわれは再確認する必要が

あると思います。今日は、そんな場にしたいと思

っています。 

 実は、シャープだけで成り立っているのではな

く、そこには三洋電機や大阪ガス、パナソニック

など、さまざまな会社の力が結集して“関西力”

となり、それが発電所という形になっています。

これこそ「大阪発エコと創エネが世界を救う」こ

とであり、われわれが世界を救うキーマンになっ

ていることを認識していただくためにも、われわ

れが知らないリスクや問題点をお聞きしていきた

いと思います。最後に、皆さんから質問をいただ

ければと思いますので、よろしくお願いします。 

では、塾生にバトンタッチします。 

 

司会： ありがとうございます。 

続きまして、本日お越しいただきました講師の

皆様に、仕事内容も含めてご紹介していただきま

す。村松さま、深野さま、清水さまの順にお願い

します。 

 

村松： 皆さん、こんばんは。非常に重くて大き

な命題ですが、弊社はグローバルに太陽光発電を

普及させたいということで、向こう 40年の方向と、

ショーケースと位置づけている新工場「グリーン

フロント堺」について説明させていただきたいと

思います。 

 COP16 では、CO２・80％減という大きな命題

が目の前にありました。2050 年には人口は 92 億

人になります。今の皆さんの世界は端末があり電

化製品があり、電気のない世界は想像できません。

交通手段として電気自動車も発展してきます。ま

た、ＩＴが進み、スマートグリッドに代表される

ように、情報系のインフラを利用してエネルギー

をコントロールする世界が来るわけです。そこで、

地球温暖化問題と経済発展をどうリンクさせてい

くのか。これがわれわれに与えられた大きな課題

であり、子孫につないでいくために今、何をしな

ければいけないのか、考えていきたいと思います。 

経済成長しているとエネルギーは必ず必要とな

ります。この図は一人あたりのエネルギー消費量

と、１トンあたりのエネルギーを消費したときの

生産高を表したもので、「一人あたりのＧＤＰ＝一

人あたりのエネルギー消費量×エネルギー効率＝

年間４万ドル」、これが豊かな社会の指標になりま

す。これが豊かな社会の曲線ということで、確か

にアメリカや西欧、日本は、このラインの中にい

ます。問題は、新興国である中国やインドが、経

済成長しながら豊かな社会に、どのシナリオを通

っていくか。エネルギーを消費しているアメリカ

モデルで行くのか。われわれの先を行くような、

エネルギー効率の高いところに行くのか、大きな

命題でもあるわけです。 

2040 年に向けて、世界の電力消費量は指数関数

的に増えてきます。中でもアジアの消費量はただ

ものではありません。その中でも中国やインドは、
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人口が極めて多いという現実があり、これも一つ

の大きな命題になっています。一方、地球温暖化

対策の中で再生可能エネルギーが叫ばれています。

ヨーロッパの

市場ですが、

2040 年には全

消費エネルギ

ーの 80％以上

を再生可能エ

ネルギーで賄い、全体のエネルギーの４分の１を

太陽光発電で賄ってくださいといわれています。 

これには、年間 9113TWh≒９TW×1000h の電

力量が必要になります。この発電量は、例えば１

ｍ×1.4ｍのモジュールで地球表面を覆うと 450億

枚のモジュールが必要で、四国＋九州＋沖縄より

尐し広い面積に太陽光システムを設置しなければ、

この命題は解決しないということです。年間

300GW 生産することで、30 年で 9000GW(９TW)

の太陽電池が生産され、年間発電量 9000TWh が

実現できますが、現在の世界の生産量は 2010 年で

も 10 数 GW なので、20 倍以上、生産量を増やし

ていかなければならないことになります。 

2040 年までに９TW を実現するためには、毎年

前年比＋９％の新規生産ラインを増強しなければ

ならない。しかも工場の寿命は 20～30 年もたなけ

ればならない。そして生産した太陽電池モジュー

ルは 30 年以上発電する。これが前提条件になって

います。この偉業を成し遂げなければならないと

いう命題が、われわれの目の前にあります。 

当社の太陽電池事業は 50 年の歴史があり、1959

年に研究を始めてから今まで続けています。これ

から大規模な太陽光発電システムを世界展開して

いかなければいけませんが、絵に描いた餅ではな

く、どうして現実のものにしていくかということ

を考えることが必要です。そのためには、グリッ

ドパリティを実現することが必須となります。グ

リッドパリティとは太陽光発電コストを他の電力

のコストに合わせるということです。そして、ス

マートグリッドがＩＴのインフラと同じように出

てまいりますが、スマートグリッドを機軸にトッ

プダウンとボトムアップで二酸化炭素削減を実現

していかなければなりません。 

ボトムはエコハウス、皆さんの家の中です。ト

ップは大規模太陽光発電です。この二つをキーワ

ードとして覚えておいてください。グリッドパリ

ティは、新規のエネルギー源が系統電力と親和・

一体接続され利用されることであり、安全発電・

安全送電、発電コストの平準化が必要となります。

太陽から降り注ぐエネルギーは１平方メートルあ

たり１キロワットです。発電コストを下げるため

には、皆さんにお買い上げいただく価格が低くな

ければいけない。発電量も増やさなければならな

い。寿命も延ばしていかなければならない。例え

ば、初期コストが 75％、発電効率を 1.2 倍にして

寿命が 50 年だとすると、原子力発電並みになると

いう一つの大きな目安があるわけです。グリッド

パリティが実現すれば、どんどんソーラーが皆さ

んの身近なところに入ってきます。こういう大き

なシナリオが描けます。 

シャープは、2012 年に向けて「エコ・ポジティ

ブカンパニー」というカンパニービジョンを掲げ

ています。事業活動による温室効果ガス排出など

の環境への負荷（ネガティブインパクト）よりも、

製品・サービスを通じた温室効果ガス削減などの

環境への貢献（ポジティブインパクト）のほうが

勝るという企業理念を出しています。そのために

は製品を買ってもらわなければいけないという大

きな前提条件があります。 

50 年の歴史があると申しましたが、灯台（長崎

県・尾上島灯台）、宇宙用（実用衛星うめ）という

ことで太陽電池を世に知らしめました。今でも灯

台の太陽電池は働き続けています。2005 年あたり



4 

 

から住宅用も広まってきましたが、50 年間、安全

に発電が続くことを市場の中で実証してきました。

今年、IEEE より「IEEE マイルストーン」認定を

いただきました。例えば、日本でいうと東海道新

幹線や富士山レーダー、セイコー社の電波時計、

今年は関西電力の黒四ダムが認定されております。 

シャープの DNA には、アモルファスシリコン、

シリコンの卖結晶、化合物卖結晶、この三つの材

料があります。アモルファスシリコンは、最初は

太陽電池用に開発しましたが、途中で液晶パネル

を駆動させる TFT（薄膜トランジスタ）というこ

とで、４世代／６世代／８世代／10 世代、堺は 10

世代で、畳 50 枚のガラス基板からパネルをつくっ

ています。現在、アモルファスシリコンを薄膜太

陽電池に用い、堺の工場で生産が始まっています。

シリコンの卖結晶は、結晶シリコンの太陽電池と

いうことで創エネ。液晶パネルはブラウン管に比

べ大幅な省エネを達成しています。化合物の結晶

は、宇宙用の太陽電池をはじめ、LED 照明、半導

体レーザー(ブルーレイ)がありますが、パワーデバ

イスということで省エネに結びついています。こ

の三つの材料でデバイスをつくり、そのデバイス

を載せた製品をつくる。このスパイラル戦略が弊

社の一つのシンボルになっています。 

これは具体的な拡大策を示した図です。ボトムは

皆さんの家の中（エコハウス）、トップは大規模太

陽光発電、今日は三洋さんも来られていますが、

蓄電池と組み合わせて自助・自立をしていく。ト

ップダウンは地球規模で、地中海の日照量の多い

地域に大きな発電ベルトを設置して送電していく

という大きなプロジェクト（環地中海発電プロジ

ェクト）が始まっています。こういう大規模発電。

そして、まずは身の周りのビルやマンション、オ

フィスなど、「ゼロ・エミッション・ビル：ZEB」

が実現します。そのクラスターがエコタウンにな

り、エコタウンのクラスターが都市となって国と

なる。トップダウンとボトムアップ、両方が結び

ついて広まるという図です。 

エネルギーを管理していくスマートメーターを

通じて、スマートグリッドで、管理会社あるいは

国が、エネルギーが最適になるようにコントロー

ルしていく。使いすぎているところは黄色の信号

が出てストップがかかります。特にアメリカは使

いすぎているので効果があります。だから、アメ

リカ発のスマートグリッドの構想があるわけです。 

グリーンフロント堺は先端技術が集まったマザ

ー工場になっています。液晶パネル工場、薄膜太

陽電池工場および関連企業工場が終結し、カラー

フィルター製造では凸版と大日本印刷、ガラス基

板を製造するコーニング等々、19 の企業が集まっ

て一貫生産を行います。トラックは動きません。

この中で搬送ラインがありまして、一つの生命体

のような形でバーチャルカンパニーをつくりまし

た。ここで関電さんとともに太陽光発電を行いま

す。先ほど言いましたように、われわれは発電事

業に参入します。その中で、グリーンフロント堺

をショーケースにして、一つの塊として世界に輸

出したいということです。 

太陽光発電をグローバルに展開するための一つの

カギはメガ（ギガ）ソーラーです。それを実証し

ていきたい。そうすれば発電所を中心として都市

ができます。右上は、実際に納めたメガソーラー

で、約 12 メガの発電量ですが、スペインのテネリ

フェ島で発電を開始しています。 

ソーラーハイウェイから都市に給電することが

可能になります。co-designという話がありますが、

太陽電池は地味な黒い板ですから、それをこうい

う形で都市の中に根づかせることで、DC エコハウ

スから工場づくりまで、一つのセットになった文

明都市になっていくのではないかという構想を持

っています。この塊を輸出したい。これによって

日本はエネルギー輸出国になれます。大阪・堺発
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で、大阪をショーケースにした、堺をショーケー

スにした、新しいビジネスが展開できるわけです。 

今までは石油産出国が主導権を持っていました

が、これからは太陽電池の工場をそのままエンジ

ニアリングとして輸出する。例えば、堺工場はま

だ満杯になっていませんが、太陽光モジュールが

25 年発電したなら、クウェートの石油埋蔵量の約

130 分の１に相当するエネルギーを得ることがで

きます。これを輸出すれば、エネルギー輸出国に

なれるわけです。日照量の多い地域にそういうこ

とを展開していく、先進国に送電していくことが

混じり合えば、新しい都市のデザインもできてく

ると考えています。 

昨年、東海大学とレース（ソーラーカーレース）

に出ました。3000 キロを走るレースですが、平均

時速が 100 キロということで、宇宙用の太陽電池

を載せた成果が出て、２位を１日引き離して優勝

することができました。ここでも未来のひとコマ

を先取りしてきました。 

最後になりますが、これらを大阪発として展開

していきたいということで紹介させていただきま

した。ありがとうございました。 

 

司会： ありがとうございました。続きまして、

大阪ガスの深野さま、お願いします。 

 

深野： 今日は、大阪ガスの取り組みについて簡

卖に説明させ

ていただきま

す。一つ目は

低炭素社会の

実現へ向けた

取り組みで、

これは現在の取り組みが中心になります。二つ目

は「スマートエネルギーハウス」で、将来の家庭

用エネルギーのあるべき姿はどういうものか。三

つ目の「スマートエネルギーネットワーク」は、

将来の地域のエネルギーのあるべき姿はどうなの

か。現在、考えているものについて説明させてい

ただきます。 

 まず、家庭用の分野で、戸建／集合、既築／新

築で、どういう機器があるかを書いた図です。従

来型の給湯器のさらに高効率版など、潜熱回収型

に加えて家庭用の分散型の発電機、コージェネレ

ーションと書いていますが、エコウィルや燃料電

池、あるいはそれにシャープさんの太陽電池を載

せたダブル発電に取り組んでいます。 

家庭用コージェネレーションには３種類ありま

す。すでに発売している「エコウィル：ECOWILL」

は、小さなエンジンを積んで発電し、その排熱を

回収して給湯などに利用するシステムです。燃料

電池には、PEFC（固体高分子形燃料電池）と SOFC

（固体酸化物形燃料電池）の二つがあり、PEFC

は昨年度から商品化しています。来年度以降、さ

らに高効率の SOFC の商品化を目指しています。

家庭用コージェネレーションに太陽光を載せて、

さらに CO２削減、省エネに寄与するということで、

ダブル発電の商品もすでに発売を開始しています。

今年の５月から「SOLAMO（ソラモ）」という商

品名で発売を開始していますが、これは太陽の熱

で給湯して足りない部分はガスで補います。これ

によって従来と比べて約２割の省エネを図ること

ができます。 

産業・業務用部門では天然ガスコージェネレー

ションということで、大きな発電機から出てくる

熱を有効利用することによって約 80％の効率を得

ることができます。一番小さいのが家庭用で、産

業用になると数千キロワット、数万キロワットの

大きなものまであります。 

ガスの空調には吸収式冷温水器タイプと GHP

（ガスエンジンヒートポンプ）があり、大型のビ

ルではかなりのシェアでガスの空調が導入されて
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います。ソーラークーリングシステムは、ソーラ

ーを組み合わせたもので、ソーラーパネルからの

熱を利用して吸収式と組み合わせて冷暖房に使い

ます。ガスエンジンヒートポンプは、通常ご家庭

のエアコンは電気のモーターでコンプレッサーを

動かして冷暖房しますが、モーターの代わりにエ

ンジンを使い、出た排熱を暖房に利用します。ハ

イパワーエクセルは、さらに発電機を積んで発電

も同時に行います。冷暖房をしながら発電もする

というタイプの商品も発売を開始しています。 

これは毛色が違いますが、IT を利用した遠隔監

視モニターがあります。お客さまの家にセンサー

を設置して、冷暖房機の温度や機器の運転状況を

遠隔で監視して、お客さまに対して使った量の「見

える化」をしていく。あるいは、冷房の温度が例

えば 25 度に設定されていたら強制的に 28 度に戻

します。これはヤマダ電機さんが導入してくれて

いますが、約 20％の省エネになるので、これだけ

でも大きな効果が得られます。 

これは天然ガス自動車です。水素ステーション

ということで、将来の燃料電池自動車用の水素を

供給するステーションの実証化もしています。ト

ヨタ、ホンダ、日産が 2014 年か 2015 年に、燃料

電池自動車を出される計画がありますので、そこ

に合わせてステーションの実証をしています。 

それをさらに発展させたのが水素エネルギー社

会です。天然ガスは CH４という分子、メタンです

が、そこに水素が入っています。そこから水素を

取り出します。さらに自然エネルギーからつくっ

た水素を供給して、水素ステーションを核にして

燃料電池自動車に供給します。あるいは近隣の住

宅に水素として供給することによって、省エネや

CO２削減に寄与します。こんな社会もあるという

ことで提案しているところです。 

下水処理場で、バイオガスの有効利用にも取り

組んでいます。メタンを主成分とした可燃性のガ

スですが、これを有効利用します。神戸市の例で

すが、神戸市の東灘の下水処理場では、出たバイ

オガスをガスのパイプラインでお客さまに供給し

ています。こういう事業も本年から始めています。 

ここからはスマートエネルギーハウスというこ

とで、将来の家庭用エネルギーのある姿として、

大阪ガスを含めガス業界が提唱しているものです。

なぜこんなことをしているかというと、過去を見

ると家庭用エネルギーは 40 年前（1970 年）から

２倍の伸び率になっており、家庭用のエネルギー

を何とかする必要があるからです。最近は、太陽

光や燃料電池が普及し、次世代の自動車というこ

とでプラグインハイブリッドや電気自動車が普及

しようとしています。さらに IT がスマート化して

いく。プラグインハイブリッドや電気自動車が入

ってくるということは、今まで分断されていた自

動車用のエネルギーと家庭用のエネルギーが融合

してくるということです。ですから、こういった

トレンドも捉えていく必要があると考えています。 

これがスマートエネルギーハウスのコンセプト

です。燃料電池と太陽電池と蓄電池を組み合わせ

ることにより、家庭で使われる電気と熱を最適に

利用します。家庭用のエネルギーの半分は熱です。

電気だけを考えるのではなくて、熱を含めたトー

タルのマネジメントを考える必要があるというこ

とで、スマートエネルギーハウスという概念を出

しています。据え置き型の蓄電池に加え、電気自

動車も蓄電池を積んでいるので、それを使えない

かという取り組みも行っています。 

多くの課題があります。車載の蓄電池を家庭用

に使ってみてはどうかということで実証してみま

した。プリウスの電池は充放電できないのですが、

その電池を充放電できるように改造して定置型の

代替として使うことにより、例えば夜中に燃料電

池で発電した電気を蓄電し、電力のピーク時に使

えば CO２削減になるのではないか。こういう実証
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実験も行っています。 

これをさらに進めていくために今年度は二つの

実験住宅をつくります。一つは技術の評価住宅で、

ここでは燃料電池や蓄電池、自動車も含め、さま

ざまな技術の実証を行います。あるいは直流の DC

配電など、さまざまな技術の実証を行います。も

う一つは居住実験住宅で、その技術を家に使って、

実際の居住でどれだけ CO２削減が図れるか。そう

いう実証実験も今年度からスタートする予定です。 

大阪市内にある実験集合住宅「NEXT21」では、

水素を供給して燃料電池を動かすものや、隣組コ

ージェネと書いていますが、昔は隣組といって物

の貸し借りをしていた時代があったので、それを

ネーミングにしています。それぞれコージェネを

置きますが、余った熱や電気をお互いに融通する

ことによって省 CO２を可能にしていく。そんな実

験を行っています。 

あるいはエネルギーを「見える化」するという

ことで、10 月から商品化する「エネルックプラス」

は、ガスだけではなくて電気や水道の使用量のデ

ータを取ってお客さまにお見せすることで省エネ

行動につなげていく。こういうサービスもスター

トします。 

「スマートエネルギーネットワーク」は、今ま

では家庭でしたが、街はどうなのかということで、

イメージを示したものです。街は電力のネットワ

ークでつながっています。それだけではなくて、

あるエリアでは熱のネットワークをつくる。そこ

に情報のネットワークがつながりますので、電気

だけを捉えるのではなくて、街で使われる熱と電

気を複数のところでコントロールすることによっ

て省 CO２にならないか。こういうコンセプトを持

ってスマートエネルギーネットワークを進めてい

ます。 

スマートエネルギーハウスは戸建てや集合住宅

バージョン、それ以外に業務用、例えば大阪市内

のあるエリアでの利用の形態や、あるいは未利用

熱ということで工場排熱を利用してはどうか。こ

んなコンセプトを持って進めているところです。

意義としては、省 CO２やエネルギーセキュリティ

などさまざまな部分があります。 

京都リサーチパーク（KRP）は大阪ガスが 100％

出資の子会社ですが、コージェネレーションや太

陽光を置いて、すでに制御の実証も行っています。

今後は、経産省のスマートエネルギーネットワー

クの実証事業ということで、地理的に離れた場所

でのコージェネレーションや太陽光のコントロー

ルにより、CO２がどれぐらい下がるかという実証

を行っていきます。兵庫県の加古川、滋賀県の湖

单市など、離れたエリアでコントロールしてどれ

だけ省 CO２になるかという実証をこれから行う

予定にしています。 

京阪奈のプロジェクトは、京都府が主管となっ

ている、京阪奈のエコシティーの実証実験です。

これも取り組んでいく予定です。シャープさんの

プレゼンにも絡みますが、各家庭やビルをマネジ

メントするＨＥＭＳ（ホームエネルギーマネジメ

ントシステム）、さらに EV（電気自動車）の充電

のネットワークもあります。今まではそれぞれが

最適運用していましたが、そこに地域エネルギー

マネジメント、京阪奈全体をトータルで最適化す

る制御を加えることによってどれだけ省 CO２に

なるか。これが京阪奈のプロジェクトですが、そ

こにも参画して取り組んでいく予定にしています。 

 以上です。ありがとうございます。 

 

清水： あらためまして、三洋電機アドバンスデ

ザインセンターの清水と申します。よろしくお願

いします。 

 先のお二人は壮大なお話をされましたが、私は

非常に身近な話をさせていただきます。私はデザ

イナーなので、デザイナーあるいはデザインがど
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うエコと創エネにかかわっていくのか、それをど

う効果に結びつけていくのかということを、弊社

の製品である eneloop と eneloop ユニバースを通

して話をさせていただきたいと思います。また、

皆さんと一緒に、それをネタにお話ができればと

思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

三洋電機は、2005～2010 年まで、「Think GAIA 

For Life and the Earth」というブランドビジョン

を掲げてきました。ご存じのように、ガイアは地

球のことですが、生命体としての地球、そこに住

む多くの命をも含めた地球という意味で使ってい

ます。尐し前から、「エレクトロニクス No.１の環

境革新企業」になりたいということで、パナソニ

ックグループとしてうたい文句は変わりましたが、

言っていること

はまったく同じ

であり、方向性

は変わっていな

いと思います。 

Think GAIA というブランドビジョンを掲げて

すぐに、私たちは地球と命が喜ぶデザインをした

い、それによるものづくりをしていきたいという

ことで方針を決めました。方針の中に、共生／共

鳴／誠実／愛着／知性／感動、この六つのデザイ

ン視点があります。三洋のデザイングループは、

これまでバラバラに動いていて、方針を持ってい

ませんでした。それでは一つの方向が出ないとい

うことで、５年前に六つのデザイン視点を設け、

デザイナー全員が同じ方向性を目指して商品を開

発し、デザインを開発するというスタイルに変え

てきました。 

この視点は、商品の外観デザインにまつわる話

だけではなく、もう一つ重要なことがあります。

それは「物語」です。商品には物語があって、そ

の物語をベースにいろんなものが結びついていま

す。そこで初めてお客さまに手にとっていただけ

る商品になると考えています。例えば「出会い」

があります。商品にしてもコミュニケーションに

しても、何らかの出会いがあります。そこに「美

しさ・かっこよさ、かわいさ」など、ポジティブ

な要素がなければ商品を手にとっていただくこと

はできない。そういう要素があって初めて「使う」

という段階に進んでいただけると思っています。 

六つのデザイン視点の中にありましたが、使う

ことで愛着に結びついていきます。例えば、三洋

の商品は誠実なものづくりをしている。飽きない

ものに仕上げている。そう思ってくれるのではな

いか。そこでの思いや感想は、必ず何かの「気づ

き」につながっていくと思います。例えば、かっ

こいいから使ってみたが環境にいいことをしてい

る。あるいは、もともとシンプルなところがよか

ったが、なかなか飽きがこない。飽きがこないか

ら買い替える必要がない。永く使っていけるとい

うことになります。 

この気づきこそが、環境コンシャスな次のアク

ションにつながっていく、重要なポイントだと思

っています。もちろん使う前から環境に配慮する

こともありますが、使ってから気づくこともある

と思います。環境意識の高まりと環境への貢献は、

何かの狙いがあって始まります。それが、私たち

が仕掛けたものであったり、商品であったりする

と、そこにお客さまと三洋とのつながりが生まれ

ます。そのつながりの真ん中に、環境意識がどっ

かり座っている。そういうものづくりをしていき

たいし、５年前からしてきたということです。 

ここに私たちデザイナーが環境に貢献すること

ができる大きな役割があると考えています。商品

の顔・形だけをきれいに着飾らせるデザイナーで

はなく、根幹のところから物語をつくり、お客さ

まに見ていただくことで環境価値につなげていく。

それをデザイナー自身が考えていく。もちろん、

そこには機能性があります。優れた機能性と高い
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デザイン性を持ち合わせたときに、初めて世の中

に認められるものになっていくと考えています。 

「太陽の恵みをエネルギーに変えて、そのエネ

ルギーで繰り返し使う生活をする」というコンセ

プトを物語の中に埋め込んでいきました。そんな

ライフスタイルを広げていくのがエネループユニ

バースの商品です。現在は前に並んでいるものだ

けですが、これから増やしていこうと思っていま

す。先ほどの話とは違って身近な商品群ですが、

お使いいただくことで、先に話をされたお二人の

ところに、思いがつながっていくのではないかと

考えています。 

エネループユニバースの物語は、「Clean Energy 

Loop」という考え方の中にすべて位置づけられて

います。ソーラー発電など、クリーンなエネルギ

ーを創造するための「創エネ」技術、そのエネル

ギーを効率的に蓄える二次電池などの「蓄エネ」

の技術、そのエネルギーをさまざまな場面でエコ

に活用する「活エネ」のためのアプリケーション

があります。エネルギーを有効に活用していく電

池を使った商品であり、省エネのソリューション

が位置づけられています。使い終わると、またク

リーンなエネルギーを創エネする。Clean Energy 

Loopの物語の中にすべての商品が位置づけられて

います。 

まず、創るというソリューションです。すべて

ソーラーを使った身近な商品群で、これでエネル

ギーを起こし、そのエネルギーをエネループに詰

め替えて日常のさまざまな場面で使うことができ

ます。非常に身近な話ですが、これも一つの身近

なエコです。 

エネループポータブルソーラー（ eneloop 

portable solar）は、バッグタイプで、開けると２

枚のソーラーセルが挿入されていて、後ろに小さ

な蓄電池がついています。窓にかけるだけで発電

と蓄電ができます。取り外し可能なので、取り外

してカイロにつないで充電するなど、さまざまな

場面で使えます。皆さんが使ったときの温かさは

太陽の恵みの温かさでできているという物語です。

そういうものを紡いでいき、新しい商品需要を創

造していく。そのことで、多くの方に環境に対す

る意識を理解していただければありがたいと思っ

ています。 

エネループソーラーライト（ eneloop solar 

light）は、自分で創エネして蓄エネして灯りに変

換するというソリューションです。もちろんエネ

ループも太陽の恵みを蓄えることができます。ま

た、緊急充電池としてのモバイルブースター。さ

まざまな種類がありますが、カイロだけではなく

て携帯電話の電源が切れたときの充電や、iPhone

をお使いの方は電力の消費量が激しいと思います

が、太陽のエネルギーを持ち歩いて、例えば電車

内で充電する。こういう提案をしています。 

活かすソリューションは、太陽の恵みを温もり

に換える。あるいは灯りに換えて、その灯りで夜

の安全を保障するという考え方もあります。エネ

ループランタンは、アフリカの無電化地域に向け

て商品づくりをしたもので、日本では発売してい

ません。小さなソーラーパネルとランタンの組み

合わせで、アフリカに 5.5 億人いるという無電化地

域の生活者に向けた一つのソリューションです。

こういうことを考えながらエネループユニバース

の商品を広げています。例えば、ポータブルソー

ラーでエネルギーをつくって蓄電池に蓄え、それ

を温かさに換えて温かさを享受するという商品で

す。今までの商品づくりのように、テレビのライ

ンアップならテレビだけを作っていくと言うので

はなくて、物語の中に当てはまる商品を、ソリュ

ーションを考えて充実させていくことが、私たち

が見つけた新しい商品づくりの方法です。 

こういうことを考えながら５年間続けてきまし

た。外観のデザインが認められたこともあります
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が、その裏にあるクリーンエナジーループという

物語の中で商品づくりがされているということで、

日本だけではなくてドイツやオーストラリア、あ

るいはアメリカのデザイン賞から大きな賞をいた

だくことができました。考え方と物語が大事だと

思っています。 

エネループの世界は、これからより広いフィー

ルドに広がっていくと考えています。例えば、電

動ハイブリッド自転車の充電としてソーラー駐輪

場が考えられます。ハイブリッド自転車を駐輪し

ている間に充電し、充電された自転車で帰ってい

くことが可能になります。ソーラー駐輪場は、す

でに世田谷区の桜新町で、エネループバイク

（eneloop bike）とソーラー駐輪場の組み合わせで

実用化されています。 

こういう世界が、私たちの周りでどんどん広が

っていくと思っています。たった１本の充電池、

エネループというニッケル水素電池から始まった

世界ですが、やがて生活全体、社会全体を包み込

んでいく大きなコンセプトになると考えています。

エネルギーをつくり、蓄え、活かしていく。その

中にはソーラー駐輪場やソーラー街路灯もありま

す。 

右上は、もうすぐ加西工場に設置される「ソラ

リブ：Solalib」で、ソーラーと蓄電池の組み合わ

せで電気自動車の充電ができるスタンドのような

ものです。こういった大型の施設もエネループユ

ニバースの中で考えていきます。 

私たちは、こういう世界観の中で、先のお二人

のお話にあった内容を、同じように広げていきた

と考えています。それが子どもたちに美しい地球

を還すことにつながっていくと思って活動を続け

ています。 

 私からは以上です。どうもありがとうございま

した。 

 

司会： ありがとうございました。 

 続きまして、今ご紹介いただいた内容を踏まえ

て、これからのエコの時代について、講師・塾生

のディスカッションに移らせていただきたいと思

います。ディスカッションの大きな流れとしては、

「20 年後、30 年後の未来に向けて、これから日本

の風景はどう変化していくのか」という内容から

「今の身近なエコ」について、討論できれば思い

ます。 

ここでバトンタッチさせていただきます。 

 

塾生： こんばんは。今日はありがとうございま

した。 

私は、普段はデザインをしています。技術的なこ

とはわかりませんが、エコについてわかりやすく

話をしていただいたので、次の質問につなげて詳

しくお伺いしたいと思います。 

一つ目の質問として、大阪の風景はどう変わっ

ていくか、お伺いしたいと思っています。村松さ

まからは、トップダウンとボトムアップでソーラ

ーの街ができる、ソーラーで街の風景が変わると

いうお話がありました。深野さまからは、すでに

地域の特性に合わせた電力ネットワークの実験が

なされているという話がありました。清水さまか

らは、エネロープが製品化され、私にとっても身

近な商品ですが、自転車の駐輪場がすでに東京に

あることや、景観がどんどん変わっていくところ

に三洋さんがかかわっているというお話をいただ

きました。 

現在の大阪の風景の写真を集めました。私たち

が見る景色は、この写真のような状態です。この

会場にいる方は、ほとんどが大阪の方だと思いま

す。まだ私たちの身近なところでは実験がされて

いないので、新聞の中の話だったりします。いた

だいたお話と重複する部分があるかもしれません

が、具体的にどう変わっていくのか、お三方それ
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ぞれに話をいただければと思います。村松さまか

らお願いします。 

 

村松： 冒頭に申しましたように、既得権として

与えられているので、エレクトロニクスや家電を

切り離した生活は考えられません。どこから変わ

ってくるかというと、目に見えないかもしれませ

んが、一つは省エネです。これから出ていく製品、

例えばアクオスはどんどん省エネにつながってい

きます。皆さんが使っている携帯電話やモバイル

端末も、LSI のデザインルールが進んでくれば省

電力につながってきます。また、LED 照明も普及

してきました。今までの概念を打ち破り、明るさ

は同じでも消費電力は７分の１～10 分の１になっ

てきます。 

身の周りでは省エネがどんどん進んでいきます。

電池との融合で家の中で充放電が可能になりまし

た。余剰電力を買い取る制度ができるため難しい

面もありますが、余剰電力を蓄えることもできま

す。その中で一つの大きな役割が電気自動車だと

思っています。家庭に駐車している間に充電する、

一つの大きなツールとして、街の風景を変えてい

けるということです。 

さらに、深野さんの話にあったように、コミュ

ニティの中で融通し合っていく。一つの町内会の

中で、無駄づかいしている家と使っていない家が

あれば、互助会のようなコミュニティセンターに

集中発電と集中充電があり、そこでやり取りをし

ていく。そういう交わりが出てくるのではないか

と思います。 

大阪の中でも身近なところからエコが始まって

いきます。グリーンフロント堺を紹介しましたが、

液晶パネルや太陽電池だけではなく、植物工場も

あってトリジェネレーションという形でLEDの光

で植物を育てています。工場で使う水はすべてリ

サイクルで、蒸発した分は補給しますが、そうい

った取り組みもしています。徐々に皆さんの身の

回りからゼロ・エミッションが始まっていくので

はないか。そのトップランナーに大阪がなればと

思っています。 

 

深野： エネルギーを考えるときに、既築のお客

さまと新築のお客さまでは、それぞれ適用できる

ものが違うと思っています。例えば、既築のお客

さまは約 700 万軒あります。それに対して新築の

お客さまは、最近は住宅件数がどんどん落ちてい

るので、集合を入れても年間約８万軒で、既築の

お客さまの約１％しかありません。スマートエネ

ルギーハウスが、既築のお客さままで入れられる

かというと、コスト的にも難しく、既築のお客さ

まは省エネが中心になってくるのではないか。そ

れに対して新築のお客さまは、省エネ＋創エネと

して太陽光、あるいは蓄電池が入ってくる。そう

いう世界になっていくのかもしれません。それが

家卖体から集合住宅に広がり、あるいは地域に広

がっていくと思います。 

私は大阪ガスというエネルギーの会社にいるの

で、エネルギーを中心に考えがちですが、お客さ

まが新築の家を選ぶときは、省エネの住宅だから

ということだけではなくて、デザインやエネルギ

ー以外のサービスも重要です。例えば、弊社でい

うとセキュリティやレシピの提供サービス、ある

いは医療やショッピングのサービスがあります。

iPad が話題になっていますが、iPad の中にはＨＥ

ＭＳのようなエネルギーのメニューもあり、医療

サービスのメニューもあります。EV であれば、充

電が必要なので充電所の予約サービスもあります。

多種多様なメニューがある中で、その一つがエネ

ルギーということです。 

目に見える形としては、創エネでどんどん太陽

光が屋根の上に載ってくるのもそうです。すぐ目

の前にあるということでは、iPad の中には多くの
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サービスメニューが入ってきます。IT の進歩は非

常に早く、そういうことは今でもコストを度外視

すれば可能だと思います。デザインやエネルギー

とは違う視点かもしれませんが、そういったもの

がどんどん出てくると思います。 

 

清水： ソーラーパネルが屋根の上にあるのは、

見えるように撮影しているから見えるのであって、

普通に街を歩いていてソーラーパネルが設置され

ているのが見えるかというと、そうではないと思

います。同じように、蓄電池も見えないところで

がんばっています。省エネ技術も見えないところ

で動作しているものだと思います。 

デザインの話でいえば、それを可視化して見せ

るのがデザイナーの仕事になってきます。決して、

表にソーラーパネルを張り付けるのが街の景観を

変えることではない。これが答えだと思います。

現時点で、ソーラーパネルがたくさんついたビル

を見たいかというと、デザイン的にもそれほど進

化していないので、これからデザインへの要望が

出てくると思います。逆に、つけるだけでは、し

ばらくはいけるかもしれませんが長くは続かない

と思います。デザインの立場で考えるのであれば、

これからパネルはこうしてくださいと要望してい

く。あるいは考えていく。そこでのせめぎ合いも

一つの楽しさでもあり、未来への夢でもあるので

はないかと考えています。 

 

ムラタ： シャープさんは透明な太陽光発電パネ

ル（シースルータイプ薄膜太陽電池）を開発しま

したが、そのお話をいただけますか。 

 

村松： シースルータイプは、薄い膜ということ

ではなくて、ブラインドのようなものですが、ス

リットを設けて通り抜けてくる光を利用します。

最終的にはビルの建材、窓ガラスの一部として利

用していただければと思います。本来、発電すべ

きところにスリットを設けるので発電効率は落ち

ます。景観を損なうことなく、しかも皆さんの生

活を支えるというところに都市デザインがあるの

ではないか。もう一つ、制約を与えているのは、

ガラスの中に封じ込められているということです。 

昨年、化合物３接合型太陽電池で、太陽電池セ

ルの世界最高変換効率 35.8％を達成したと発表し

ました。太陽電池の薄膜の部分は金箔のようなも

のです。発電層を薄くし、フィルムに転写する技

術を開発しました。これがうまくいけば、ペラペ

ラのシートで、しかも変換効率が 35％、40％のも

のができるので、さらにお役に立てると考えてい

ます。車の屋根のような曲線でも、あるいは都市

デザインの中での曲線の部分でも、ゆがめること

なく利用していただけるのではないか。そういう

期待を持っています。 

 

深野： 特に大阪はそうなのかもしれませんが、

快適性や利便性を損なったエコは普及しないと思

います。太陽光は、お客さまの行動様式や生活ス

タイルに制限を与えず、今のままで自然とエコに

なっているので普及していくのだと思います。電

気自動車がどこまで普及するか、議論が分かれる

ところだと思いますが、電気自動車の使用につい

ては、当面は制約があると思います。充電所も尐

なく、充電には時間がかかります。確かにエコで

すが、卖にエコだけを考えるのではなくて、利便

性や快適性などもセットで考えていかなければ、

本当の意味での普及は難しいのではないかと思い

ます。 

 

塾生： よろしくお願いします。 

 新しいものをつくり、積極的にエコしていく。

エネルギーをつくり、エネルギーを節約していく。

日本人は昔から、自然と付き合いながら生きてき
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ました。風や火、洪水など、自然の災害ともうま

く付き合って、ひさしができて、軒ができて、縁

側ができる。自然の中の営みとして、お月見をし、

花火を上げる。自然とうまく付き合ってきた日本

人なので、アクティブなエコとパッシブなエコが

うまく共生していくことで、日本人ならではの創

エネという未来があると思います。 

日本は、他国と違って国土が狭いので、メガソ

ーラーは勝負にならないと思います。メガソーラ

ーの商売は、外国に発電所を設けて電気の来ない

人たちに電気を与えていく。日本では、屋根につ

けるという制限はありますが、その技術を生かし

て個人の家や集合住宅、公共施設など、街のあら

ゆるところにさまざまな形で取り付けられる。そ

の可能性が広がっていくのではないか。これが一

つあります。 

先ほど清水さんがおっしゃったように、それを

見せるという過渡期、黎明期と、それをインビジ

ブルにして生活の中になじませていく成熟期がい

ずれ来ます。そうなったときに電機メーカーある

いはガス会社は、わが社はエコに取り組んでいる

と何をもってアピールしていくのか。また、地域

として、大阪として、アピールしていることにつ

ながるか。そこまでいるのかという疑問もありま

すが、日本人ならではの文化を武器にできるよう

な気がしています。 

 

司会： 大きな未来の話をいただきましたが、次

に「今の身近なエコ」についてディスカッション

を行いたいと思います。 

 

塾生： この映像は、ドイツのエネルギー会社が８

月からスウェーデンで出している広告で、「ガスを

買おう。ガソリンよりも 20％安い」と書いていま

す。 

ちょうど１年前になりますが、前鳩山首相が国

連の会議で CO２を 25％削減すると声明して、世

界の活動が増えてきたと思います。正直、一人の

生活者として、あの映像を見て、また変なことを

言ってしまったのかというところもありましたが、

それぞれの企業で、25％削減に対して、生活者に

向けてどんなメッセージを送ろうとしているのか、

宣伝でもいいので教えていただけますか。清水さ

んからお願いします。 

 

清水： 積極的にメッセージを発信していますが、

届いていないところもあると思います。三洋電機

としては、ソーラーと電気自動車の電池、エネル

ープをはじめとする二次電池を積極的に推進・販

売していきます。もちろん、つくる過程において

も CO２の排出を減らしますが、皆さんに商品をお

使いいただくことで、CO２の排出量が尐ないライ

フスタイルを実現していきたいと考えています。

ソーラーと電気自動車の電池、一般的に使われる

二次電池、この３点になります。 

 

深野： 日本全国で、おそらく 13 億トンの CO２

が排出されていると思います。1990 年比 25％削減

ということは、年間４億トン減らす必要がありま

す。これはガス業界のキーワードでしかありませ

んが、日本全国を見ると、特に工場では石炭や石

油を使っていますので、それを天然ガスに転換す

るだけでも CO２削減に効果があります。天然ガス

への燃料転換やコージェネレーション等の高度利

用によって年間約 5000 万トンの CO２を削減でき

るというガス業界の試算もあります。 

ただ、それでも足りなくて、CO２を 25％削減す

るには一つの手法だけでは無理だと思います。省

エネも進める必要があります。燃料転換を進める

必要もあります。創エネということで再生可能エ

ネルギーの普及を進める必要もあります。日本で

考えると、原発も大きなウエイトを占めると思い
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ます。原発もあり、再生可能なエネルギーもあり、

化石燃料の中で CO２の排出量が最も尐ない天然

ガスの普及など、多様な組み合わせで対処してい

く必要があると思います。 

 

村松： 鳩山ビジョンの「25％20 年」は、非常に

難しい目標ですが、それを掲げたこと自体が日本

の転換期ではないか。エレクトロニクスメーカー

として何ができるのかと考えたときに、もちろん

省エネと創エネの製品をつくり、そのためには技

術を磨いていくという話がありますが、マネジメ

ントのパラダイムシフトが必要です。これから、

エレクトロニクスメーカーの経営者も、卖にテレ

ビや端末に特化するだけではなく、エネルギーを

循環させる「創り、蓄え、活かす」をベースにデ

ザインを進めていく。マーケティングをしていく。

こういう経営スタイルに変えていく必要がありま

す。 

また、及びそうもない 25％削減ということで、

政策提言を世の中に訴えていかなければならない。

低炭素技術を新興国に向けて輸出して、このポイ

ントを世界に認めさせる。そうした中でわれわれ

は、太陽電池をつくる工場そのものを一つのパッ

ケージにして世界に輸出していく。その走りがイ

タリアです。最初は、コンセプトがよいので、ラ

テン系のノリもあって、最初の１年は良かったの

ですが、徐々に本性が見えてくると交渉でも難し

いことがありました。例えば、工場を各地域に展

開し、そこで太陽電池をつくって普及させていく。

国のシステムを変えていくということで、大きな

ポイントをもらわなければならない。 

都市づくりも同じです。京阪奈や横浜、北九州

など、こういう都市でつくった都市（エコシティ

ー）そのものを輸出してもポイントにしていく。

また、エネルギーの要素技術もデザインも輸出し

てポイントにしていく。こういうことを絡めなが

ら日本は低炭素技術の輸出立国になっていく。そ

れを支えるものづくりに力を注がなければならな

いと思っています。 

 

ムラタ： 低炭素技術の輸出はこれから核になっ

てくると思います。そこで問題になってくるのは、

ソーラー発電所をつくるためのアモルファスや卖

結晶ウェハーを生成するには、莫大な電気エネル

ギーが必要になります。逆にいえば、エネルギー

を生み出すための発電所が必要になります。ある

地域からすべて送電すると相当な電力ロスが生じ

ます。地産地消として、アモルファス等の結晶を

生成するための電気エネルギーを供給する原発の

発電所がその場所にあれば、送電ロスはなくなる

と考えています。いくつか説がありますが、その

辺はどうお考えですか。 

 

村松： 因果関係からすると、そうなってくると

思います。プロセスを開発する中で、エネルギー

ペイバックタイムという言葉があります。太陽電

池セルの生産に要したエネルギーを自ら発電して

返すのに何年かかるかということです。 

金属シリコンを生成し、溶かしてインゴットに

するには大量の熱を使います。ですから、地産地

消といっても電力料金が安いところを選ばなけれ

ばならない。しかしながら、電力料金が安いとこ

ろでは、太陽電池の発電コストを低くする必要が

あり、地産地消が実現しない。金属シリコン生成

に関しては、原発が近くにあるのが理想的です。

あるいは再生可能エネルギーや水力発電のエネル

ギーを利用して太陽電池工場を稼働させる。 

最初の立ち上げは動きが見えにくいですが、再

生可能エネルギー、あるいは脱化石燃料を燃料と

して太陽電池をつくり、そのサイクルを回してい

く。そのためには、地産地消と簡卖に言われます

が、その国が理解を示さなければならない。国の
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トップが再生可能エネルギーや太陽光発電に対し

て理解を示し、それを保護し、それによって自ら

の国が生きていくということを認めなければなり

ません。 

そうしたときに、とにかくモノを持っていくか

ら買ってくれではダメです。今回、イタリアと２

年間付き合って感じたのは、Ｒ＆Ｄ（研究開発）

から一緒にやらねばならないということです。す

なわち、そこで新しい技術を開発し、その国が豊

かになるという構図がなければダメです。Ｒ＆Ｄ

を行い、そこで次世代の太陽電池セルを生産する

プロセスをつくり、工場をつくり、発電事業を行

い、メンテ事業を行い、それをベースに社会シス

テムを変えていく。そこまで面倒を見てくれます

かということです。 

インサイダーになかなかなれません。新興国に

行けばいいと簡卖に言われますが、最初の第一歩

が踏めない。私はインドも行きました。バングラ

デシュにも行きましたが、お金の問題や国の政策

があって、それを阻んでいます。 

 

ムラタ： 結局、雇用創出も含めて、やっていか

なければ受け入れてもらえない。 

 

村松： そうです。その地で自ら進化・進展して

いく再生可能エネルギーの社会をつくっていかな

ければならない。これが究極だと思います。ほか

にどの国ができると思いますか。総合力でいえば、

日本しかないと思います。 

 

ムラタ： 一時は、悪魔に心を売ってでも原発の

力を借りざるをえない。そこでウェハーを開発し

た後は、世界 300 基の原発をなくしてしまう。そ

の後は太陽電池の発電システムを世界中に地産地

消でつくっていく。そういう発想もあって、なる

ほどと思いましたが、それには各国の理解と協調

性が必要になってくると思います。 

 

塾生： もう一つだけいいですか。省エネと創エ

ネというお話をいただきましたが、すでに二酸化

炭素は地上にたくさん存在しています。理想から

すると、１本の木を想像していますが、木は自分

の力で光合成をして、二酸化炭素を出しますが、

その分はちゃんと吸って循環させています。そう

いうエネルギーのつくり方をしていると思います

が、そのシステムが太陽光発電でもできるのでは

ないか思っています。今ある CO２をどう処理すれ

ばいいかについて、教えていただければと思いま

す。 

 

深野： 私もよく知らないのですが、人工の光合

成はさまざまなところで研究されています。木や

植物は、空気中の CO２を自分の中に固定化し、そ

の代わり酸素を出します。光合成は非常に精巧な

ものです。それを人工的に行おうということでト

ライしていますが、まだ実現していません。ただ、

いずれは出てくる可能性があると思います。今、

空気中の CO２を取るのもそうですが、増やさない

という観点でいうと、太陽光発電や再生可能なエ

ネルギーを使う。これはまだ実験の段階ですが、

CCS（二酸化炭素回収・貯留）という技術があり

ます。火力発電は燃料を燃やすので大量の CO２が

出ます。その CO２を液体に吸収させて分離し、分

離した CO２を地中の奥深くに閉じ込めて貯留す

るという CCS という技術があります。取り組みは

されていますが、実用化はまだ先だと思います。 

 

ムラタ： CO２の貯留と書いていましたが、これ

しかないですね。ほかにジオ・エンジニアリング

という方法があります。環境団体が猛反対してい

ますが、太平洋上にヨットを浮かべて、海水をく

み上げて空中散布します。強制的に雲を発生させ
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て光を遮断することによって、地球の温度を下げ

ようと考えたわけです。これにビル・ゲイツが出

資していますが、彼いわく、これは最後の切り札

だという言い方をしています。ティッピングポイ

ントを超えてポイント・オブ・ノー・リターン（帰

還不能地点）、ここを超えると地球は戻れないとい

う線を 2005 年に超えてしまったわけです。それか

ら５年も経過しています。すぐにでも CO２をリデ

ュースする技術を開発しなければならない。25％

は無理だと言っているので、この先も無理です。

それにはジオ・エンジニアリングで解決していく

しかない。 

例えば、亜硫酸ガスを空中に散布して光を反射

させて温暖化を防ぐという説が出ていますが、亜

硫酸ガスが含まれた雤を浴びると、動植物はどう

なるか。エライことになるわけです。非常に危険

な時代に入ったということで、ジオ・エンジニア

リングについて何かありましたらお願いします。 

 

村松： 熱学的に捉える必要があります。地球は

太陽からの熱エネルギーを吸収して成り立ってい

ますが、なぜ平均気温が 15 度かという話です。太

陽から光が来て反射して宇宙に戻る。それが地表

に吸収される。それだけではマイナスです。そん

な世界はありません。では、どこで温度が上がっ

ているのか。大気で光が吸収されて、大気が熱せ

られて、そこからの熱放射で地表に届く分があり

ます。それも考慮していく。 

さらには対流現象があるわけです。気化したと

きに熱が奪われて、ある高度に達すると温度が下

がる。こういう対流が繰り返されています。熱学

的に、開放系ということで地球を捉えたときのバ

ランスが、平均気温 15 度という話です。局所的に

捉えて全体系がどうなるかは、スーパーコンピュ

ーターを駆使しても難しい世界であると思います。

例えば CO２は、罪悪化されていますが、光合成は

二酸化炭素の濃度に比例して活性化されます。あ

る温度と CO２の濃度があれば、水とでんぷんと酸

素を出してくるわけですから、こういう経緯も見

ていかなければならない。 

そう簡卖ではないのではないかと思います。そ

の中でも、減らさなければならないという命題が

ありますから、減らしていかねばならないと思い

ます。長い時間軸からすれば、いずれ石油はピー

クアウトします。向こう 150 年を見ると、化石燃

料はなくなるでしょう。そこまでもつかどうかと

いう話になります。 

 

司会： ありがとうございました。ほかにご質問

ありませんか。 

 

塾生： 私たちの生活の中で、家庭におけるライ

フラインとして電気・ガス・水道があります。水

道が災害で遮断されたときに、水を自分でつくり

だす方法があれば、お願いしたいのですが。 

 

深野： 昔、検討したことがあります。阪神大震

災ではガスも含めライフラインが被害を受けまし

たが、ある圧力以上のガス管は健全で、生きてい

ました。ガスで発電もできます。そのときに出て

くる排ガス中には水蒸気が含まれているので、そ

れをコンデンスすることによって水をつくること

ができます。燃料電池は、出てくるのは水だけな

ので、その水を使うこともできます。原理的には

可能だと思いますが、ボリュームとなるとすぐに

は無理だと思います。 

 

ムラタ： 今の質問を意訳すると、インフラに頼

らない家がこれからの理想だと思います。世界の

災害の約 15％が日本で発生しているので、投資家

が日本に投資しない理由もわかると思いますが、

そういう観点から見るとリスクの上に日本の都市
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は成り立って

いる。台風や地

震、津波に襲わ

れているわけ

ですから、イン

フラに頼らな

いまちづくりができれば、これこそ世界に輸出し

ていける産業になると考えています。 

彼が言っているのは、水だけではなくて電気も

つくっていけると思いますが、水だけがどうすれ

ばいいかわからないので質問をしたのだと思いま

す。 

 

村松： サウジやアフリカの無電化村の場合、海

水を真水に変えるということですから、その変換

技術が問われてきます。生活排水を再利用する浄

化技術には、フィルター技術が必要になります。

そのあたりに大阪のナノテクノロジーが転がって

いるのではないか。 

 

ムラタ： 宇宙ステーションでは自分のし尿を浄

化して飲料水にしますが、ちょっと嫌ですね。 

 

村松： 想像するから嫌なだけで、ブラックボッ

クスにしてしまえばいいことです。 

 

清水： オゾンの技術や電解水の技術を使って、

雤水や茶色い水を吸い上げて透明の水に変える技

術はあります。それが飲み水になるかというとデ

コボコが出てくると思いますが、実際に商品をつ

くってインドネシアで使っていただいたことはあ

ります。例えば、その機能を搭載した小型船舶を

川の上に浮かべて、川を浄化していくことも、突

き詰めればできるかもしれません。その船の上に

はソーラーが載っている。 

雤水をためてオゾンで浄化して中水として使う

ことは、今でもできると思います。中水なのでト

イレの水や屋上緑化の散水に活用しますが、これ

は今でもできると思います。 

 

司会： ありがとうございました。会場にお越し

いただいている方で、ご質問がある方はいますか。 

いないようなので、私から皆さんにご質問させ

ていただきたいことがあります。最近、メディア

や企業のイメージアップで、エコバッグが使われ

ているのは、皆さんもよく目にすると思います。 

この会場の中で、エコバッグを持っている方は

挙手していただけますか。半分以上いますね。 

マイ箸を持ち歩いている方はいますか。お二人

ですね。ありがとうございます。 

エコバッグは半数以上の方が持たれていますが、

最近一部のメディアで、エコバッグ自体がエコで

はないのではないかと話題もささやかれています。

スーパーのビニール袋は使わないという流れがあ

りますが、スーパーのビニール袋は廃油を再利用

してつくられています。実は、エコバッグを使う

と廃油の使い道がなくなるということです。 

 

ムラタ： 平松市長とのトークショーがありまし

て、そのときに話をしました。レジ袋は廃油を原

料にしてつくられています。この袋をスーパーや

コンビニが購入して、商品を入れる袋として無償

で渡しています。１枚２円の負担がスーパーにか

かってくるという事実があります。ですから、小

売店としてはできるだけ廃止したいのは当然の話

です。 

実際、持ち帰ってどう使われているかというと、

生ゴミを入れて結んで、大きなゴミ袋に入れて出

しています。実は、生ゴミは非常に燃えにくいと

いうことで、昔は原油をかけて燃やしていました

が、レジ袋のシステムが整ったときに、廃油を原

料としているので燃えやすい状態になり、全体の
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カロリーを低く抑えることができました。今は、

レジ袋を使わなくなったので、原油を購入して、

かけて燃やしているという状態になっています。

廃油の循環システムを断ってしまったために、新

たに原油が必要になっています。 

もう一つは、エコバッグを購入することで、新

たにエコバッグ市場という大きなマーケットがで

きてしまいました。ポリエステルやナイロンでで

きているので、原料として多くの石油が必要にな

っています。これは逆説のエコといって、エコだ

と信じていますが、エコは循環の社会システムの

中で成り立っています。それがエコバッグの登場

で崩れてしまいました。実は私たちはだまされて

いるのではないか。今日は本当のエコという話を

したかったのですが、そういうことがたくさんあ

るような気がします。 

太陽電池は大きな電気エネルギーを使って１枚

のパネルができています。高いですが、元を取る

には何年かかりますか。 

 

村松： 今は、キロワットあたり 7 万円の補助金

が出ますので、その辺で購入したとして金利が

３％と仮定すると、20 年はかからない。補助金も

出て、余剰電力は買い取るので、10 年はかからな

い。こういう状況です。 

 

ムラタ： 補助金の中で成り立っている。 

 

村松： スライドでも示したように、電力料金並

みの発電コストにしなければならない。システム

価格を 36 万円にしたときに、１kWh あたり 23 円

になるわけです。プラス、エコかエコでないかと

いう場合、電池をつくるときにもエネルギーが必

要なので、それも減らす方法として、薄膜であれ

ば１年間発電すれば、それに要したエネルギーの

分は地球に返しているということです。プラス、

自分の生活の中での収支バランス、投資した分だ

け回収しなければならない。その感覚の中から出

てくる言葉だと思います。そう捉えるのか。これ

から 40 年、50 年先の世界に向けて貢献している

と捉えるのか。これは別物だと思います。 

 

ムラタ： マスプロダクトは量産、数量や普及率

によってコストが下がり、グリッドパリティはあ

る地点で落ち着くと思います。今は、そこに向け

ての発展途上であるということで、われわれが協

力することによって低いグリッドパリティが実現

できると考えればよろしいですか。 

 

村松： はい。ただ、そのときに理解していただ

きたいのは、大前提として、20 年～30 年は発電し

続けなければならない。純度の悪い太陽電池や接

合の悪い粗悪品が出てはならない。今のコストダ

ウンが命取りにならなければと願っています。タ

ーンキーシステムということで、お金さえ出せば

ラインが買えて、ノウハウや本当のレシピを知ら

ずに、中国メーカーや台湾メーカーがつくり続け

ると、市場で何かが起こると補償しなければなら

ない。そうするとメーカーはつぶれます。それが

ずっと続けば、太陽電池はそんなものだと認知さ

れてしまい、われわれの努力は無になります。 

 

ムラタ： 今、実際に安価な太陽電池が数多く出

てきていますが、それを認可する公共の仕組み、

認定制度はないのですか。 

 

村松： それはあります。それは一つの加速試験

であって、必ずしもそうなるとは限らない。 

 

ムラタ： ありがとうございます。皆さんから何

か質問はありませんか。 

間宮さん、口火を切ってください。 
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間宮： エコは重要ですが、デザイナーとして、

エコは好きではありません。なぜ好きではないか

というと、粋な部分やセンスが感じられないから

です。昔の暮らし方はエコな部分があって、そこ

にはセンスがあったと思いますが、今のエコはセ

ンスがないような気がします。例えば、省エネの

家電がありますが、空間をつくる側からいうと、

家電売場に行くとテレビや蛍光灯がつけっぱなし

で、それを見るとゾッとします。モノは省エネで、

デザインもよくなっていますが、それを使う側や

売る側の意識が低い。省エネ家電を買って暮らし

は便利になっていますが、暮らしている空間や暮

らし方はエコになっていないと思います。 

デザインは、それを暮らしの中に入れていき、

快適でセンスのある暮らしをつくっていくことが

大事になります。それが一番下手なのが大阪かも

しれない。大阪にはモノをつくる技術はあります

が、それを暮らしに取り入れて、皆があこがれる

ようなものをつくっていかなければならない。そ

れがデザイナーに求められる力だと思っています。 

 

ムラタ： 技術はあるのに、それをサポートでき

ていないと実感しています。われわれもがんばり

ます。 

 

清水： デザインの話が出たので、こんなときし

か話をする機会がないので便乗させていただきま

す。よく言われる言葉ですが、狭義のデザイン・

広義のデザインがあります。モノの形や色を考え

てデザインしているだけでは、絶対に変わってい

かないと思います。変えたいのであれば、デザイ

ナーが出かけていってお店のあり方まで変えてい

く。あるいはビルにつけたときにどう見えるのか。

そこまで出て行ってデザイナーが変えていく。メ

ーカーのデザイナーは、それはしてこなかったし、

今もできない風土がありますが、会社の中で横軸

を通せるのはデザイナーだけだとも思っています。

ですから私たちも始めています。それが多くのメ

ーカーで始まり、外部の方と一緒になりながら、

それも横軸の一つだと思うので、変えていければ

と思います。 

 

ムラタ： ありがとうございます。それでは山納

さん。 

 

山納： デザイナーという立場で感想を言わせて

いただきますが、今日の話は学生にはとても難し

かったのではないか。エンジニアリングの話が多

くて、省エネになるという理屈はわかったと思い

ますが、デザイナーはそれをわかりやすく伝える

のが仕事だと思っています。 

エコが風景を変えていく。太陽光のパネルは見

えないところにあるので、風景は変わらないかも

しれないという話がありましたが、家庭にいて太

陽光で発電する、燃料電池で電気と熱ができると

いうのは見えません。リモコンしか見えない。そ

れでも、自分はエコな生活を送っている。CO２が

どれだけ減るのか。化石燃料は何十年しか残って

いないのだから、それには何をしなければならな

いか。それを使う人の頭の中にインプットしてい

く。伝えていく。コミュニケーションのデザイン

が、エネルギーに関しては必要ではないかという

感想を持ちました。デザイナーの皆さんは、そこ

に自分たちの力を発揮する余地があるのではない

かと考えて、今日を終わっていただければと思い

ます。 

 

ムラタ： 今回、公共設備機器のユニットのグッ

ドデザイン賞の審査をしました。そこには三洋電

機さんのソーラー街路灯やＪＸの新しいシステム

など、システムが非常に多く、燃料電池のシステ
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ムもそうです。ただ、非常にわかりにくい。何回

読み返しても理解できない。理解できないわれわ

れが悪いのですが、可視化ができていない。しか

も、未来に対してやさしいことをしていればＧマ

ークが取れるだろうというおごりもあります。素

晴らしいことをしているのに、ほとんど落ちてい

ました。落ちた理由は、デザインができていない

からです。 

デザインは、中国では設計と書きます。昨日、

喜多さんがいいことを言っていましたが、日本は

デザインを意匠と捉えています。これから低炭素

社会をつくるための一番大事な課題に取り組んで

いますが、そこにデザインが入っていない。可視

化して、価値や理念を伝えるという一番大事な部

分が欠落しています。エンジニアリングは優れて

いるのに、寸断されてしまっています。デザイン

ができていないということで落ちました。今まで

のＧマークではありえない。デザインが悪くても、

システムに魅力があればほとんど通っていました。

ところが今回は、深澤直人さんが審査委員長です

が、相談した結果、落とすという決断をしました。

これから、われわれの責任は大きいと思います。

最後にいい提言をしていただいたと思っています。 

もう一つ、今日、塾長が来られていると思いま

すが。 

 

吉田： 吉田でございます。今日はありがとうご

ざいました。 

 普段はコミュニケーションデザインをしていま

すから、世の中のゴミばかりつくっているわけで、

ある意味ではエコロジカルな活動ではありません。

来週、円卓会議をさせていただきますが、講師の

一人が「エコ考え中」というキャンペーンを張っ

ているので、今週の結果を踏まえて来週も引き継

ぎたいと考えています。そこでコストの問題や材

料、CO２の問題に触れてみたい。 

今日のお話をお聞きしている中で、三洋電機さ

んから最後に、生まれ変わった地球、きれいな状

態で子どもたちに返すという話がありました。深

野さんからは、地域のコミュニティの中でエネル

ギーを融通し合うという話もありました。今日は

理想を示していただいたので、なるほど、そうだ

とわかりましたが、それがいい形であれば、速や

かにそこに行ければ一番いいわけです。ところが、

越えなければならないハードルがたくさんあって、

時間がかかる。その理由は何なのか。外国に対す

るインフラの輸出についても触れていただきまし

たが、なぜ時間がかかるのか、越えなければいけ

ないハードルが何なのか。それに対してデザイン

にできることがあるのかどうか。デザインは関係

なくてもいいですが、なぜ究極の理想に行くまで

に時間がかかるのか。それを教えてください。 

 

深野： 一つは、世の中には既築のお客さまが圧

倒的に多いです。簡卖に建て替えることができれ

ば、理想形に近づくかもしれませんが、特に大阪

市内は狭小地のお客さまもたくさんいます。そこ

に理想形を適用するのは無理で、かなり時間がか

かります。理想形を適用するということであれば、

新築が中心にならざるをえないと思います。 

もう一つはイニシャルコストです。燃料電池は

昨年度から発売を開始していますが、お客さまに

お支払いいただいている価格は百数十万円します。

年間５～６万円のランニングメリットはあります

が、例えば従来型が 50 万円だとすると、差額は約

100 万円になります。そうなると、経済的な面をア

ピールできない。太陽光は、補助金もあるので 10

数年程度で回収できますが、それでもイニシャル

コストは 200～300 万円になります。すべてのお客

さまが、それに手が届くかというとコスト的にも

しんどい。 

ある自動車メーカーの分析で、日本で売れてい
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る車のうち、500 万円以上の車は５％程度しかない

そうです。贅沢品でもそういうレベルです。太陽

光はエネルギーであって、車とは違います。電力

会社が余剰電力を買いますが、それはそれで生活

できるわけですから、イニシャルコスト、経済的

なハードルがあるような気がします。 

 

ムラタ： ありがとうございます。時間が迫って

きましたが、質問はありませんか。 

塾生： エコはお得だというイメージがあると思

いますが、そもそも「エコ＝お得だ」が間違って

いるのではないかという気がしています。エコに

していかなければダメだというときに、今までと

同じであってもいいのではないか。電機メーカー

やガスのメーカーは、得だから替えようという売

り方をしています。そうでなければ売れないのか

もしれませんが、どうお考えになっているのか、

お聞きしたい。 

 

深野： 大阪ガスの場合だけかもしれませんが、

大阪のお客さまはエコだけでは買ってくれません。

ガス機器をお客さまにオススメするときに、省エ

ネなので CO２が削減できますと言っても、なかな

か買ってくれないのが現実です。例えば、家庭用

のエコウィルという商品を販売しています。省エ

ネ・省 CO２の商品ですが、販売するときにはお客

さまに経済性を訴求しています。エコウィルとい

う商品は約５年でペイバックします。ですから、

残り５年、10 年は、まるまる儲けますという売り

方をして、買っていただいているのが現実です。

大阪はエコだけでは売れません。関東は違うかも

しれませんが、大阪は経済性が非常に大きな要因

になるので、エコ＋経済性に持っていかないと大

量には普及しないと思います。 

 

清水： 私も同じような意見になりますが、エコ

ノミーがなければ、崇高なことを言ってくれる方

は圧倒的に尐ないと思います。アンケート調査で

も、エコだけでは買わないという人が多く、それ

が数として出てきているので、なかなか難しいと

思います。エコだから我慢しなさいということで

はなくて、便利である、日持ちがいい、オシャレ

だというように、ポジティブな部分が付加されな

いと認めてもらえないのが現実ではないかと思い

ます。 

 

塾生： エコは、エコロジーとエコノミーの両方

があります。節約や貯金ができるということで、

金銭感覚に訴えれば非常にわかりやすくて、特に

主婦にはうれしいことです。もう一つは、地球保

全です。地球環境を守っているという参画意識で、

これは地域の連帯意識も含まれます。もう一つは、

新しい生活を始めるという、家族や自分に対して

の投資意欲です。三つのバランスで、高くても買

おうという話になると思います。 

経済的なことが顕著に浮かび上がりますが、実

はお客さまの心をくすぐるのは、貯金もできて、

私は地球を守っているという参画意識です。地球

を守っているという部分が勝ちすぎると、理想だ

けでは生活できないということになりますが、こ

の三角形のバランスの中で、うまく売り、買って

いただく。買っていただくためにどうアピールす

るか。そこがデザインの手法になると思います。 

 

村松： エコといったときに、エコ＝生態系、生

態系＝保全という話になりますが、われわれは既

得権を持っているので今の便利性を捨てられない。

電化製品や携帯端末など、便利な姿から逃れられ

ないわけです。便利・快適・安全を買っているわ

けです。究極のエコは、エコ＝節約としているの

は今のマスコミですから、まずはこれを是正して、

あるべき姿に戻した上で、メーカーとして目立た
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ないところで快適で安全・安心な商品を開発して

いく。これが理念だと思っています。 

 

塾生： 原発の話が出ると気になるので質問させ

ていただきますが、あえて原発を選ぶという部分

について、原子力廃棄物は長期間の管理が必要で

す。セシウムの半減期は 30 年、プルトニウムで２

万 4000 年、それを何十年しかもたないようなコン

クリートの箱に詰め込んで安静に置いておくとい

うことですが、原発を使わなければいけない理由

は、CO２よりも問題を先送りできるからで、半減

期を加速する技術もなければ、将来的にうまく処

理するめどはまったく立っていないと思います。 

被害が起こっても地球規模ではないだろう。地

域の人は困るかもしれませが、先々には優れた技

術が生まれるだろう。ある程度、楽観な部分で成

り立っているのが原発の選択だと思います。もし

選ぶのであれば、クリーンなエネルギーだから原

発をということではなくて、デメリットはあるが

今は選ぶしかないということを周知させるべきだ

と思います。私の中では、それを選ぶべきかどう

かは別の答えを持っていますが、原発よりも CO２

のほうが今は問題であるということであれば、隠

すのではなくて、取り上げるべきだと思います。

例えば、作戦があるのかどうか。これについて、

明るいことをお話しいただける方がいましたら、

情報をお聞きしたい。自分でも調べていますが、

あまりにも表に出てこないので、知っていること

も昔の話で止まっていると思います。できればお

答えいただければと思います。 

 

ムラタ： エンジニアではないので私が話すのは

おかしいですが、元東大の山本良一さんのお話し

の中にもあるように、地産地消で、その場所に原

子力発電があることで送電ロスが低くなります。

発電のソリューションとしては最も効率が高くて

ローコストであり、太陽電池がそこまで至ってい

ないという話がありましたが、その高い発電効率

を太陽電池の生成だけに使い、太陽電池ができた

時点ですべての原発を取り壊す。10 年程度かもし

れませんが、ある期間だけは原発に頼らざるをえ

ない。山本さんいわく、「魂は悪魔に売って」と表

現していますが、もしかしたら地球を救う一番の

近道かもしれない。 

リスクが伴いますが、今は選択肢がないわけで

す。水力発電にしても季節が関係します。いくつ

かアイデアが出ています。例えば、水力発電で流

した水を、ソーラー発電で発生した余剰の電力を

使って、もう一度ポンプで水をくみ上げて貯水池

に戻す。そうすると、エネループに蓄電するので

はない、別の蓄電方法ができるわけです。水のポ

テンシャルを位置エネルギーに置き替えるという

ことです。そういうアイデアもあります。多様な

ソリューションをそれぞれ持っていると思います。

それを結集して今の危機を脱出するしかないのが

現状だと思います。一つのアイデアだということ

です。 

 

塾生： 世の中にある情報とのギャップが気にな

ります。関電はオール電化で、夜間の電力が安い

理由は、原発が止められないという理由に起因し

ているところにあります。情報の見える化という

話が出ましたが、使っている人間に見えていれば、

意識を持って選択できると思います。私が知って

いることが実際ではないと思いますが、世に出て

いる情報と現実との間にギャップがあると思いま

す。特にエコの問題はそういうことが多く、ゴミ

袋の話もその一つです。勉強しなければいけない

と思っています。 

 

塾生： 今日はありがとうございました。日本を

代表するような、エネルギーにかかわっている３
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人の方が来られて感動しました。消費者は経済性

を訴求しなければエコ商品を買わないと言われま

したが、新しい生活が始まることには期待してい

ます。ただ、それに対してお金を出すのは、おっ

かなビックリです。 

私は、商業施設をデザインしていますが、よう

やく NTT さんやパナソニックさんなど、メーカー

が力を入れてきて商業施設の中にも入ってくるよ

うになりました。昨年までは、メンテナンスがで

きるかどうかわからないメーカーがたくさん出し

ていたので、二の足を踏んでいましたが、大阪の

百貨店にも LED が入るようになり、ようやく安定

してきたと思っています。その中で、消費者は期

待して待っているので、大阪のお客さまはとは言

わずに、こうすれば日本人の美意識が変わってス

テキな生活ができるという、啓蒙のキャンペーン

を取り組んでいただければ思います。そういう機

会があれば、デザイナーがたくさん集まっていま

すので、ぜひ協力したいと思っています。よろし

くお願いします。 

 

司会： ありがとうございました。予定時間を 30

分オーバーしてしまいました。最後にお三方から、

ご自身が考える未来の暮らしについて、ひと言ず

ついただければと思います。清水さまからお願い

します。 

 

清水： ソーラー街路灯やソーラー駐輪場が、リ

アルな形になって世の中で稼働を始めています。

理想ばかり語れないところがありますが、太陽の

恵みで夜の安全を確保していく。あるいは太陽の

恵みで自転車を快適に運転する。もっと小さなと

ころでいえば、エネループの中に太陽の恵みを詰

め込んで携帯で会話する。ソーラーに限るわけで

はないですが、太陽のエネルギーには、それだけ

価値があり、期待もしています。そこには必ず夢

があって、多様なものづくりが展開できます。ワ

クワク感もそこにはあります。近い未来、そうい

う生活の中で自分自身が暮らしている。自分の子

どもや孫に美しい地球を残していければと思って

います。純粋にそう思って仕事をしています。 

 

深野： 省エネ＋創エネ＋蓄エネ、この組み合わ

せが王道ではないかと思っています。エネルギー

だけで物事を考えていてはダメで、暮らし方もデ

ザインすると言われましたが、まさにそうだと思

います。暮らしを考える場合、エネルギーだけで

はなくて、快適性やセキュリティなど多様なサー

ビスが一体となっていく必要があると思います。

エネルギーだけではなくて理想的なサービスが融

合されていく。そういう世の中が来るのではない

かと感じています。 

 

村松： 個人的な意見ですが、海外に行って人と

接することが多く、日本は素晴らしい国だと思い

ます。日本の民族、産業革命というか、文明が入

ってくるまでは、日本の住宅には火鉢があり、囲

炉裏があり、障子がありました。自然採光を取り

入れ、適当に隙間が開いていることで換気ができ

る。今の気象異変からは、そんな生活ができない

のはわかっていますが、自然ベースの中で日本の

四季が楽しめる。それが快適さを生み出してくる

のではないか。ただ、今さら利便性を捨てるわけ

にはいかないので、その中で役に立つものをつく

っていく。 

もう一つは教育です。文化を引き継いでいく人

をどんな考え方に持っていくか、非常に重大です。

美しいものを美しいと感じる。美しいものには機

能があります。われわれが図面を見ると設計者が

わかるのと同じだと思いますが、それがわかる人

を育てていく環境もつくっていかなければならな

いと思います。 
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司会： ありがとうございます。 

最後に、ムラタ塾長からひと言いただきまして、

円卓会議を終了させていただきたいと思います。

お願いします。 

 

ムラタ： われわれは、パラダイムシフトを迎え

ていて、いままでの生き方でいいのかどうか、生

き方の選択を迫られています。それを大きく変え

ない限り、創エネや省エネをしても、根本的なと

ころは変わっていかないと思います。それには、

交通手段の利用の仕方、モノの買い方、暮らし方

など多くのことがかかわっていますが、それらす

べてが今までの概念とは違う、次のジェネレーシ

ョンに来ているのではないかと思います。 

それを見つけていく作業がデザインではないか

と思います。デザイナーは、無から有をつくるこ

とができる職業です。それを可視化できる、唯一

の職業だと思います。こういった場を持ちながら、

エンジニアと情報を共有し、それを可視化してい

くことができるではないか。それが逆に、われわ

れの誇りでもあると感じました。責任があると思

います。ただ、知識はありません。今日お越しい

ただいたお三方のような方々の言葉に耳を傾けて、

自分たちのデザインを活かしていく。そこに新し

い暮らし方や生き方が見つかるのではないかと感

じました。 

皆さん、今日はありがとうございました。今日

は、準備や質問をまとめるのも全部ムラタ塾の５

名の塾生がやりました。大変だったと思います。

どうもご苦労さまでした。 

来週の火曜日は吉田塾です。来週の火曜日もお

越しください。ありがとうございました。 

 

文責 財団法人大阪デザインセンター 


